
　みなさんの集落では、従来から行われてきたコミュニティの共同活動を続ける
ことが難しくなったり、空き家や耕作放棄地が増えるなど、暮らしの不安が広がっ
ていませんか？
　この資料は、小規模・高齢化が進む集落において、暮らしの安心を支えてきた
コミュニティを維持・活性化していくために、集落の将来を見据え、「集落のか
たち」を考えるためのヒントをまとめています。
　集落の関係者のみなさま、地方自治体のみなさまが、集落について考え、活動
される際のきっかけとして、参考にしていただくことを期待します。

集落での暮らしに不安が広がっていませんか？

■　集落の状況が厳しくなっていく過程（イメージ）

集落の状況は、小規模・高齢化が進むにつれ、気づかないうちに厳しくなっていきます。

集落が小規模・高齢化する中で集落の問題に向き合い、
早い段階から、みんなで集落の将来を考えてみましょう！
　　　　　　　　　　…詳しくは、ヒント集本編をご覧ください

（http://www.mlit.go.jp/kokudoseisaku/kokudokeikaku_tk3_000010.html）

この資料に関するお問い合わせ先
国土交通省国土政策局総合計画課
〒100-8918　東京都千代田区霞が関2-1-2
電話 03-5253-8365、　FAX03-5253-1570
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集落の状況



該当項目数の合計

① 集落の人材

② 集落の生活利便性

③ 集落の生業

④ 集落の環境

⑤ 集落のつながり

まずは自らの集落を診断してみよう

【チェックシート】集落の状況や近年の変化に該当する項目に　 を記入してみよう。



集落の将来について考えてみよう

　小規模・高齢化が進み、集落での暮らしの不安が広がる中、気づいた時に「もっ
と前に何か手を打っておけばよかった」と後悔することのないよう、住民同士で集
落が直面する問題に向き合い、思いを共有することが大切です。

集落の維持・活性化に取り組むにあたって、いまの集落では取組みの実施が困難な
場合には、暮らしの安心を支える新たな「集落のかたち」について考えてみましょう！
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暮らしの安心を支える「集落のかたち」について考えてみよう

　暮らしの安心を支えてきたコミュニティの維持・活性化を図るため、従来の集落
の枠組みにこだわらず、集落の実情やみなさんの思いにあわせて、新たな「集落の
かたち」を考えてみることも大切です。その手段として、様々な再生・再編の取組
手法が考えられます。


